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■空中写真から 

 Fig.1に，国土地理院が作成した正射写真地図を示した．

過去の砂州は津波による侵食作用を受け，干潟には巨大な

営力によりウォッシュオーバーした津波堆積物の砂が堆積

している様子が観察できる．汀線は陸側に後退している． 

■堆積物表面から 

 後浜堆積物表面には，貝殻片などのラグ堆積物が殻頂を

海側に向けて堆積している．また，ラグとともに堆積した

砂は，末端部で薄層化し消滅する．現在も高潮時には砂州

の最高部を超えて波が陸側に押し寄せている(Fig.2）． 

■はぎとり標本から 

 堆積構造を観察するため，砂洲最頂部のはぎとり標本の

作製を行った．表面から約40㎝の堆積物は，大きく３つの

ユニットに分けられる．Unit1は，淘汰の良い中粒砂で，5
～10㎜の弱い平行葉理が観察される．不規則に瓦礫を挟

む．Unit2は粗粒な砂からなる高潮位のウォッシュオーバー
によって形成された後浜堆積物で，点線部には貝殻のラグ

が確認される．単層中には弱いフォーセットも見られる．

Unit3は10㎜程度の平行葉理の発達する中～粗粒砂である．
津波による高い運搬営力により，Unit１が形成され，その 

■概要 

 現在の蒲生で見られる砂州は，津波後に新

たに形成されたものであり，現在も潮汐作用

による砂州の形成が進行している． 

■調査地点と調査方法 

 調査地点は，砂州の最も高い地点で，砂州

表面の堆積物の観察，及び堆積構造を観察す

るため，掘削と堆積物のはぎとりを行った． 

津波後に新たな砂州が形成された 

Fig.2 後浜の貝殻片などのラグ 
汀線と直行する方向に伸びる 

 

Fig.3 砂州で採取したはぎとり標本 
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ラグの配列方向 
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Fig.1 3月12日撮影の空中写真
と津波前の地形（青線） 

＜国土地理院資料に加筆＞ 

後，砂州が安定した後，後浜堆積物のUnit2が堆積した．さらに10㎝ほどのUnit3が重なることから，津波後
も砂州は高さを増しながら，陸側に向かって成長していることがわかる(Fig.3)． 

■まとめ 

 砂州の後退は一般の堆積物中では，海進時に見られる．今回の砂州の後退は津波による侵食作用による

ものが大きいと思われるが，余効変動による地盤沈下の影響も加味する必要があり，今後も当該地区の地

形の変化を継続的に観察していきたい． （西城光洋） 
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